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Ⅰ 事業概要 
１ 事 業 名 
   鹿児島大学病院（仮称）アメニティ施設整備運営事業（以下「本事業」という。） 
 
２ 目   的 
   鹿児島大学病院での患者や付添い者及び面会者等の憩いの場の創造を含めた病院利 

用者へのアメニティサービスの向上及び学生や教職員等の大学関係者の健康経営や 
コミュニケーションの場の創造を含めた福利厚生の充実を図り，地域に開かれた場と 
して広く一般の方々にも気軽に足を運んでいただくことによって，人と人とのつなが 
り，病院と市民とのつながりを生み出す快適なアメニティ施設を目指す。 

また，当該施設の整備には民間の豊富なノウハウや資金力を活用し，建物の建設及び 
維持管理・運営を民間事業者へ委ねることで，アメニティ機能の効率的かつ持続可能な 
マネジメント力及び資金力に期待し，民間活力を活用した事業手法にて整備すること 
を目的とする。 

 
３ 事業予定地 

鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘八丁目３５番１号（詳細は事業予定地配置図のとおり）。 
事業対象用地面積は国立大学法人鹿児島大学桜ヶ丘団地敷地内旧医科病棟取壊し 

跡地の一部（約 800 ㎡）を予定しているが，提案内容や法規制等により面積増減が 
想定されるため事業契約締結時に確定した面積とする。 

 
４ 事業期間 
   事業期間は３０年未満とし事業者からの提案に基づき国立大学法人鹿児島大学（以 

下「本学」という。）と協議のうえ事業者及び本学の合意のもと決定する。ただし， 
３０年を超える事業期間の提案を妨げるものではない。 

   なお，事業期間には（仮称）アメニティ施設（以下「施設」という。）の設計・建設 
及び取壊し・除却に要する期間は含まないものとする。 

 
５ 事業の基本事項 
（１） 本学は，本事業に必要な土地を事業者に有償で貸与する。 
（２） 事業者は，本事業の目的を達成するため本公募要項及び添付資料一式（以下「公募 

要項等」という。）の内容を満たす範囲で自由な提案により施設を建設し，維持管理 
し，運営する。 

（３） アメニティ施設等の機能として「コンビニエンスストア機能」「コーヒーショップ 
機能」「一般者用レストラン機能」「教職員用レストラン機能」「書籍・文具・雑貨等 
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取扱店舗機能」「理・美容室機能」及び「金融ＡＴＭ」「大学使用スペース（郵便仕分け 
室・控室６室）」は必須とする。 

（４） 「大学使用スペース（郵便仕分け室・控室６室）」は本学が有償で借受ける。 
（５） 事業用地の旧医科病棟の杭・基礎の撤去，埋蔵文化財調査及び土壌汚染調査は本学 

が行うものとする。 
（６） 事業者は，全施設入居者と共同して本学の実施するモニタリングに協力をする。 
   その結果，本事業の要求水準に達していないことが判明し，本学から改善要求が求め 

られた場合は，必要に応じた改善措置を講じること。 
（７） 本事業において，事業者に対し本学は次の支援を行う。 

・本学は教職員の施設の利用を通じて本事業を支援する。 
・本学は施設の公共価値を高めることを目的として，その事業活動に対して可能な限り 

の支援・協力を行う。 
・本学は本事業期間中に桜ヶ丘団地内及び本学施設内における案内看板の設置等の提 

案を，法令及び本学規則等の規制の範囲内で受付ける。 
 
６ 事業の内容 
（１） 業務内容 

事業者は，施設の設計，建設，維持管理，運営及びその他の下記関連業務を行うこ 
   ととする。 

事業手法は，本学から事業者へ事業用地を有償で貸与し，事業者は自ら資金調達を 
   行い，施設を建設（Build）し，契約期間にわたり維持管理，運営（Operate）を行い， 
   事業期間終了後，その施設を本学に移転（Transfer）する BOT 方式とする。  

よって，事業用定期借地権設定契約書及び事業契約書を締結するものとする。  
なお，土地の賃借権登記は行わないものとする。  
建設期間中及び事業期間中の維持管理，及び運営業務は，原則として入居者の利用 

   料金等（入居料及び管理費等）の収入により，事業者が行うものとする。  
① 設計・建設  

事業者は，施設の設計，工事監理，建設並びにこれらを実施するうえで必要となる行 
政手続き，各種調査（敷地測量・土地調査等），電気，電話，ガス，上下水道に関わる 
協議，近隣住民への説明等を行うものとする。  

なお，施設整備を実施する事業者は代表企業以外が実施することを妨げない。  
ⅰ 事前調査業務（敷地測量・土地調査等を含む。）及びその関連業務  
ⅱ 施設整備に係る設計（基本設計・実施設計）及びその関連業務  

※ 実施設計は，本学と十分協議し，両者の合意に基づき進めるものとする。  
ⅲ 構造物等の解体・整地及びその関連業務  
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ⅳ 施設整備に係る建設工事（外構工事を含む。）及びその関連業務  
ⅴ 施設整備に係る備品調達及びその関連業務  
ⅵ 工事監理業務  
ⅶ 建設工事及びその関連業務に伴う各種申請等の業務  

② 維持管理  
事業者は，事業期間中，施設の維持管理業務を行うものとする。公募要項等に示す機 

能を維持するために行う修繕・更新はその規模に関わらず，すべて本事業範囲とし，事 
業者が実施するものとする。  
ⅰ 建物保守管理業務  
ⅱ 設備保守管理業務  
ⅲ 外溝保守管理業務  
ⅳ 清掃業務  

③ 運 営  
事業者は，事業期間中，施設の運営業務を行うものとする。  

ⅰ 入居者の入退居管理〔入居者の選定は大学の同意が必要〕  
ⅱ 施設管理業務  
ⅲ 利用料金（入居料及び管理費等）徴収業務  
ⅳ 防災・防犯管理  

④ 事業期間終了時の施設の引渡し（譲渡）業務  
・ 契約期間満了後の契約の更新は行わない。  
・ 事業者は，原則として，事業期間終了後速やかに本学に施設を無償譲渡することと 
する。ただし，当該施設が使用に耐えない状況であった場合は施設を撤去し，更地と 
して土地を本学に返還することとする。（事業期間が 30 年以上の場合，借地借家法第  
13 条の建物買取請求権が発生するが，同法第 23 条第 1 項の規定に基づき，特約に 
より同請求はしないものとする。）  

（２） 施設整備及び整備後の維持管理，運営業務における本学の負担金  
事業者は，提案した内容に基づいて，原則として本学の負担なく入居者等の収入及 

   び自らの資金により施設を建設し，維持管理及び運営業務を行うものとする。  
（３） 入居者の賃料の設定等について  

   賃料及び管理費等については，事業者が決定できるものとする。  
入居者との賃貸借契約は，原則として事業者が結ぶものとする。なお，入居者は事 

故等に備えてリスクを分散できる保険に加入することを条件とする。  
① 入居者等の家賃保証の有無  

事業者への入居者等の家賃保証等は行わない。  
② 入居者  
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コンビニエンスストア，コーヒーショップ，一般者用レストラン，教職員用レストラ 
ン，書籍・文具・雑貨等取扱店舗，理・美容室の機能を有する者の入居を必須とする。 
その他は事業者の提案とするが，「国立大学法人法」の目的に合致し，本学の同意を得 
ることを条件として，自らの提案により，自らの収益を資する入居者を募集することが 
できる。 
ただし，必要な行政手続き等は自ら行うとともに，施設利用者の利便性を考慮した入居 
者に限定すること。  

なお，事業の提案に伴う関係機関の許可は，本学へ提出する前に事業者自ら行うこと。  
（４） 本学借受けの賃借料の設定等について  

① 本学が借り受ける「大学使用スペース（郵便仕分け室・控室６室）」の賃借料は，事 
業者が算定し提案することとする。ただし，本学の「国立大学法人鹿児島大学固定資産 
貸付料算定基準」規程に基づいた賃料単価とし事業用定期借地権に基づき事業者が本 
学に支払う土地賃料の額を超えないものとする。  

② 事業者は，事業用定期借地権設定契約に基づき事業者が本学に支払う土地賃料等に 
対して，本賃借料の相当額をもって相殺することができる。  

（５） 事業用地 
本事業に要する事業用地の範囲は，事業予定地配置図の範囲内で事業者の自由提 

案とする。ただし，事業用地にすることにより通行等の既存の機能を損なわせる場合 
は機能維持のための代替案を提案すること。 

なお，事業者は事業用地を分割して借りることはできないものとする。  
    事業者は施設整備面積に応じ土地賃料を支払うものとする。 
    施設整備に必要な工事用地は，本学と協議の上で事業用地とは別に借りることが 

できるものとする。 
① 土地賃料の支払い  

賃料の支払いは，原則として本事業開始後，年額前払いとし，事業者は本学が定める 
期日までに納めること。ただし，支払期日については両者協議の上，変更することがで 
きるものとする。  

② 既存施設の撤去等  
貸与地の既存構築物，電話線等及び埋蔵物の撤去並びに整地は，事業者の負担とする。  

③ 公正証書の作成  
事業用定期借地権設定契約書は公正証書とし，その作成費用はすべて事業者の負担 

とする。  
④ 権利義務の制限等  

ⅰ 貸与地に転借権その他の使用収益を目的とする権利を設定することを禁止する。  
ⅱ 貸与地上の施設を第三者に譲渡し，又は担保の用に供することを禁止とする。 
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ⅲ 貸与地の現状の変更，用途変更することを禁止とする。  
（６） 借地権等設定の条件  

① 借地期間（事業期間）は原則３０年未満とし，事業者が提案し本学が承認した期間と

する。 
なお，施設の設計・建築及び取壊し・除却に要する期間は含まないものとする。  

② 本学敷地には独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により抵当権が設定されて 
いる。土地の賃借権の権利登記は行わないものとするが，建物の保存登記を行うことは 
妨げない。  

③ 本学は，保証金として撤去に要する費用相当額を預かる。（建物の撤去に要する費用 
は，実施設計後の建物の構造等を勘案し，双方協議の上，本学が金額を確定する。） 

④ 借地期間の満了等により，借地権が消滅する場合は，事業者は無償で本学に建物を譲 
渡することとする。ただし，当該建物がその後の使用に耐えない状況であると本学が判 
断した場合は施設を撤去し，更地として土地を本学に返還することとする。 

⑤ 事業者が施設入居者との賃貸借契約を締結する場合は，事前に書面にて本学の承認 
を得るものとする。なお，この場合，事業者は本学との事業契約に定める期間を超えて 
入居者と賃貸借契約を締結することはできない。  

 
７ 土地・建物賃料等  

事業者に貸与する土地の賃料は，次のとおり算定するものとする。 
（１） 土地の賃料 

① 土地の賃料は，「国立大学法人鹿児島大学の固定資産貸付料算定基準」に基づき算定 
する。 

② 令和２年度の参考（最低）価格は，924 円／㎡（月額，固定資産税は含まず。）とな 
っているが，事業者の事業（収支）計画を鑑み，上記の価格に拘らず提案することは妨 
げない。 

（２） 借受け施設の賃借料 
    本学が借り受ける施設の賃借料は，事業者の提案による。 
 
８ 光熱水料  

本事業に係る光熱水料については，全て事業者負担とする。  
  ただし，「大学利用スペース（郵便仕分け室・控室６室）」の光熱水料については本学が 

支払うものとする。 
 
９ 固定資産税  

本事業に係る固定資産税については，全て事業者負担とする。 
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Ⅱ 参加資格 
１ 参加資格要件 

応募者は単独事業者又は複数者による事業者グループとし，単独事業者又は事業者グ 
ループの構成事業者は次の要件を全て満たす者であること。 

（１） 国立大学法人鹿児島大学契約事務取扱規則第２条及び同第３条の規定に該当しな 
い者であること。 

（２） 国の競争参加資格（全省庁統一資格）を有すること。なお，複数者による事業者グ 
ループにて参加する場合は，大学との契約者となる予定の代表事業者が国の競争参 
加資格を有すること。 

（３） 会社更生法に基づき更生手続き開始の申立てがなされている者又は民事再生法に

基づき再生手続き開始の申立てがなされている者でないこと。 
（４） 参加表明書の提出期限の日から提案書の提出期限のまでの期間に国立大学法人 

鹿児島大学契約担当役から取引停止措置又は文部科学省から指名停止措置を受けて 
いないこと。 

（５） 過去３年間において，国税及び地方税を滞納していないこと。 
（６） 次に揚げるものが会社役員等に就任していないこと，又は実質的な経営等に関与し 

ている団体等ではないこと。 
 ・提案書等に関する審査委員会の構成員 
 ・暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条に規 

定する者 
 ・鹿児島県暴力団排除条例（平成２６年条例第２２号）第２条第１号から第４号に規定 
  する者 
 ・企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針（平成１９年６月１９日付け犯罪 

対策閣僚会議幹事会申合せ）の反社会的勢力に該当する者 
（７） 官民連携事業（ＰＰＰ／ＰＦＩ事業等）の実績があるもの（共同応募においては 

ＰＰＰ／ＰＦＩ事業等の実績のあるものが含まれていること）。 
なお、参加者が法人の場合は親会社等または子会社等に当該実績がある会社があ 

る場合も含むものとする 
 
２ 留意事項 
（１） 応募事業者は複数者による共同応募でも差支えないが，代表企業を定め応募するこ 

と。 
なお，業務期間中の代表企業の変更は本学との協議のうえ行うものとする。 

（２） 応募事業者が提案書類の提出から優先交渉権者の決定までの間に１項の参加資格 
要件を欠くこととなった場合は，原則として当該応募事業者の参加資格を取り消す 
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ものとする。 
 
Ⅲ 応募方法等 
１ 公募要項等の配布について 

公募要項等は鹿児島大学病院（以下「大学病院」という。）のホームページからダウンロ

ードすること。 
ＵＲＬ：https://com4.kufm.kagoshima-u.ac.jp/newskadai/ 

 
２ 公募要項等説明会 

本事業の公募に関し，以下のとおり説明会を実施する。 
・開催日時 令和２年８月２７日（木）１０：００～１１：００ 
・受  付 上記開催日の９：３０～（来場者は必ず受付をお願いします。） 
・開催場所 鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘八丁目３５番１号 

国立大学法人鹿児島大学 桜ヶ丘地区 管理棟４階第一会議室 
・内  容 公募要項及び公募手続き等の説明 
・備  考 ① 説明会への参加希望者は，令和２年８月２５日（火）１５：００までに 

３項の提出先に電子メールにて別添えの「説明会参加申込書」を提出する 
こと。 

      ② 説明会場では資料の配布は行わないので，参加者は公募要項等を事前に 
大学病院ホームページよりダウンロードし，各自印刷するなどして持参す 
ること。 

 
３ 公募要項等に関する質問及び回答について 

公募要項等に関する質問等については以下のとおりとする。 
 ・質問受付期間 令和２年８月１７日（月）～令和２年９月３日（木）１７：００ 
 ・提出先 
   〒８９０－８５２０ 鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘八丁目３５番１号 
   国立大学法人鹿児島大学 鹿児島大学病院経理調達課 
   電話番号：０９９－２７５－５０４１ 
   電子メール：kanriho@m3.kufm.kagoshima-u.ac.jp 

・提出方法 
 公募要項等に関する質問書（様式１）に記入し，受付期間内に電子メールにて提出先に

提出するものとする。 
 なお，電子メール以外の質問は受付けないものとする。 
・回答方法 
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 提出された質疑の回答は，質問者を特定できないようにしたうえで令和２年９月１０

日（木）までに鹿児島大学病院のホームページにて公表する。 
質問者に対し公表するＵＲＬは後日，電子メールにて連絡するものとする。 
なお，質問内容が他の応募希望者の提案等に抵触する場合又は他の提案等を誘導する 

場合は非公開とする場合もある。 
 
４ 参加表明書等の提出について 

応募を希望する事業者は参加要件を満たすことを証明するため，以下のとおり参加表明

書等を提出しなければならない。 
・提出受付期間 令和２年８月１７日（月）～令和２年９月１８日（金）１７：００ 
・提出先 ３項の提出先と同様とする。 
・提出書類及び部数 
  参加表明書（様式２），（様式３），（様式４）及び（様式９）と添付書類 各１部 
・提出方法 
  持参（土曜日及び日曜日，祝日を除く９：００～１７：００までとする。）又は信書便 

（信書便は提出受付期限内に必着のこと。）にて提出すること。 
 
５ 参加登録可否通知書の送付 
 参加表明を行った事業者へ，以下のとおり参加登録可否通知書を送付する。 
・令和２年９月２５日（金）１７：００までに参加登録可否通知書を電子メールにより随時 

通知する。 
・本参加登録可否通知書により「可」と評価された事業者には，登録受付番号を併せて通知 

するので，提案書類作成の際に本登録受付番号を記載すること。 
・本参加登録可否通知書により「否」と評価された事業者は，参加要件を満たさないなどの 

理由により実質審査の対象とはならない。（詳細は「Ⅳ優先交渉権者選定方法」を参照。） 
 
６ 提案書等の提出について 

参加表明を行った事業者は，以下のとおり提案内容を記載した提案書類を提出すること。 
・提出受付期限 令和２年１０月２３日（金）１７：００ 
・提出先 ３項の提出先と同様とする。 
・提出書類及び部数 
  提案書（様式６～様式２１）及び添付書類 
  正本１部（片面印刷 代表印押印） 
  副本１５部（片面印刷 ２穴式フラットファイル左綴じ） 
・提出方法 
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  持参（土曜日及び日曜日，祝日を除く９：００～１７：００までとする。）又は信書便 
（信書便は提出受付期限内に必着のこと。）にて提出すること。 

・提案書提出に関する注意事項 
 ① 記載内容に虚偽の内容がある場合は無効とする場合がある。 
 ② 提案内容や記載方法が本要項に適合しない場合は無効とする場合がある。 
 ③ 提案書には提案者を特定できる内容（社名・社印・シンボルマーク等）は絶対に記載

しないこと。 
 ④ 提案書は提出受付後の加筆及び訂正等は認めない。 
 ⑤ 提案書に使用する言語及び通貨は，日本語及び日本国通貨とする。 
・提案書の作成に関する質問等 
 ① 問い合わせ先 提出先と同様とする。 
 ② 提案書各様式の記載方法等事務的な質問に限り電子メールにて問い合わせを受け付 

ける。 
なお，質問の内容で他の参加登録者にも共有すべき事項と判断した場合は，全ての 

参加登録者に電子メールにて回答する。 
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Ⅳ 優先交渉権者選定方法 
１ 選定方式 

 公募型プロポーザル方式とする。 
 
２ 公募型プロポーザルの実施予定スケジュール 

日 程 事 項 備 考 
令和 2 年 8 月 17 日（月） 公示 

公募要項配布開始 
鹿児島大学ホームページ 
鹿児島大学病院ホームページ 

令和 2 年 8 月 17 日（月） 公募要項等質問受付開始 
参加表明書等受付開始 

 

令和 2 年 8 月 27 日（木） 公募要項等説明会 鹿児島大学病院管理棟 
令和 2 年 9 月 3 日（木） 公募要項等質問受付期限  
令和 2 年 9 月 10 日（木） 公募要項等質問回答 鹿児島大学病院ホームページ 
令和 2 年 9 月 18 日（金） 参加表明書等受付期限  
令和 2 年 9 月 25 日（金） 参加登録可否通知書送付 電子メール 
令和 2 年 10 月 23 日（金） 提案書等受付期限  
令和 2 年 11 月 9 日（月） 
～令和 2年 11月 27日（金） 

対象者ヒアリング実施 鹿児島大学病院管理棟 

令和 2 年 12 月 24 日（木） 審査結果・優先交渉権者

公表 
鹿児島大学病院ホームページ 

令和 3 年 1 月 22 日（金） 基本協定締結・公表 鹿児島大学病院ホームページ 
 
３ 審査要領について 

選定にあたり，提案書等を公平並びに公正に審査するため，「鹿児島大学病院（仮称）

アメニティ施設整備事業選定委員会」（以下，「選定委員会」という。）を設置する。 
なお，選定委員会の構成員名は公表しないものとする。 

 
① 参加資格の審査 

提出された参加表明書等にて，Ⅱ１項の（１）～（７）の参加資格を満たしているか 
審査し，参加資格を全て満たしていない者は失格とする。 

 
② 提案書等の審査 

提出された提案書等にて，本事業の目的に沿った内容で的確かつ実効性を伴う内容 
  であるかを審査する。 
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③ ヒアリング審査 

提出された提案書等を基にヒアリングを実施し，①及び②の書類審査と併せて総合 
  的に内容を審査する。 

なお，応募を希望する提案書等の提出を行った者が多数あった場合は，書類審査にて 
絞り込みを実施したうえでヒアリングを行う場合がある。 

 
４ 審査方法 
（１） 評価項目及び配点については，別添「評価等事項」を参照のこと。 
（２） 評価項目について，提出書類及びヒアリングにおける応募事業者の説明（プレゼン）， 

質疑を行い，（７）の採点基準に基づき総合的に採点する。 
（３） 選定委員会は，評価点数が最も高い事業者を優先交渉権者として選定する。 
   また，次順位の応募者を次点者として選定する。 
（４） 審査の結果が同点となった場合は，選定委員会にてくじ引きにより選定する。 
（５） 選定委員会の選定結果を受けて，本学として優先交渉権者を決定する。 
   また，選定結果は全ての応募事業者に通知し鹿児島大学ホームページ及び鹿児島 
   大学病院ホームページでも公表する。 
（６） 応募した事業者が１者の場合でも，選定委員会の評価にて優先交渉権者となら 

ない場合もある。 
（７） 採点基準 
  Ｓ：提案内容が優れており，かつその効果が期待できる 
  Ａ：提案内容の効果が期待できる 
  Ｂ：提案内容の効果がある程度期待できる 
  Ｃ：要求水準，各種要件を満たしている程度 
  Ｄ：要求水準，各種要件を満たしていない 
  ※得点化の際は，小数点第３位以下は四捨五入し，小数点第２位までを求める。 
（８） 審査の失格事項 

次のいずれかに該当する場合は失格とする。 
① 公募にかかる提出書類やヒアリングの内容に，虚偽の記載や説明をした場合。 
② 提出書類が提出受付期限までに提出先に提出できなかった場合。 
③ 提案書類の所定の位置に，記名若しくは押印がない場合。 
④ 提案書類の提出が，指定部数より不足する場合。 
⑤ 審査に影響を与えるような不正行為があった場合。 
⑥ 参加登録通知後，Ⅱの１項の参加資格の要件を満たさなくなった場合。 
⑦ 複数者による共同応募において，提出した参加表明書と異なるグループによる提案 
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書の場合 
⑧ その他，本実施要項等の要件や期限等を遵守しない場合。 

 
５ 留意事項 

① 参加表明書の提出をもって，応募者が本公募要項等の内容及び条件を承諾したもの 
とみなす。 

 ② 提案書に使用する言語及び通貨は，日本語及び日本国通貨に限る。 
③ 選定審査の内容に関し，異議申し立ては一切受付けない。 
④ 公募にかかる費用については，全て応募者の負担とする。 
⑤ 提案書の提出受付後の加筆及び修正等は認めない。 
⑥ 提出された公募に係る書類について返却はしない。 
⑦ 提案書の著作権は応募事業者に帰属する。但し，審査及び選定作業に必要な範囲で 

複製することがある。 
⑧ 提案書を作成するため本学より受領した資料及びデータは，本学の許 

可なく公表又は他の目的のために使用することはできない。 
 
６ 選定フローについて 

選定フローは以下のとおりとする。 
①参加資格の審査    
参加表明書等の受理    
要件を満たしている 要件を満たしていない ⇒ 失格 

⇓    
②提案書の審査    
提案書等の受理    

提案書等の書類審査 提案内容の優劣評価   
⇓    

③ヒアリング実施    
ヒアリング実施 プレゼンテーション及び質疑応答の内容を審査 

⇓    
①②③を総合評価 優先交渉権者の選定   

⇓    
審査結果の通知公表    
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７ 審査結果の公表 
審査結果は，鹿児島大学病院ホームページにて公表する。 
公表日は，令和２年１２月２４日（木）を予定しているが，変更する場合は応募事業者

全員へ電子メールにて通知する。 
 
８ 辞退届の提出 
  応募事業者及び優先交渉権者が辞退する場合には，本学に辞退届（様式５）を提出する 

こと。 
  なお，共同応募の場合は，応募代表者が提出すること。 
 
Ⅴ 契約書の締結 
１ 基本協定書の締結 
（１） 基本協定書の締結  

本学は，優先交渉権者と協議を行い，協議の結果，両者が合意に至った場合には当 
該優先交渉権者と基本協定書を締結する。合意に至らなかった場合には，次点者との 
協議を開始する。  

（２） 契約書の締結に向けた協議  
本学及び優先交渉権者は，基本協定書締結後，事業契約の締結に向けての次の事項 

について協議を行う。  
① 事業体制  

設計業者，建設業者，維持管理業者，当初入居者等の確認  
② 提案内容確認  
③ 基本設計  
④ 実施設計  
⑤ 施設等の建設工事・工程に関する具体的な条件  
⑥ 運営に関する具体的な条件  
⑦ 事業計画を進めるに当たっての双方の義務及び費用負担  
⑧ その他，本学が必要と認める事項  

（３） 契約不成立となった場合の費用負担  
基本協定書締結後，本学及び優先交渉権者のいずれかの責にも帰さない事由によ 

り，事業契約の締結に至らなかったときは，別途書面による合意がある場合を除き， 
本学と優先交渉権者が本事業の準備に関してすでに支出した費用等については， 
各自が負担するものとする。  
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２ 契約書の締結  
本学及び優先交渉権者は，基本協定書に沿って実施設計及び詳細条件等について協議 

し，双方合意に至った場合は，その協議結果を基に事業用定期借地権契約及び事業契約 
を締結する。  

 
３ 契約の条件  
（１） 契約書の履行  

事業者は，事業契約書に定める期日までに当該事業を開始すること。  
（２） 契約保証金の納付  

事業者は，事業契約締結後，同契約の定める期日までに契約保証金を本学に納付す 
ること。  

契約保証金は，契約期間終了後，無利息にて返還する。ただし，事業者に債務不履 
行があった場合は返還せず，事業者が整備した施設の撤去費用に優先的に充当する。  

なお，原則として契約保証金の額は，実施設計を経て確定した施設の構成等を考慮 
し，契約までの間に本学と事業者間で協議し，両者が合意した上で確定するものとす 
る。  

（３） 対価の支払時期及び方法  
本学は，事業期間において，事業者から提供されるサービスに対し，契約書に定め 

る方法に基づいて対価を支払う（ただし，本公募要項では，本学の支払いが生じるこ 
とは想定していない。）  

（４） 債務不履行に対する措置  
① 事業者の債務不履行に対する措置  

本事業期間中，次に掲げる場合は，本学は事業者に対して書面により通知した上で， 
事業契約の全部を終了させることができる。  
ア 事業者が本事業を放棄し，３日間以上にわたりその状態が継続したとき。  
イ 事業者が破産，会社更生，民事再生又は特別清算の手続き（その他，今後新たに創 
 設されるこれらと同種の手続き。）によって申し立てがなされたとき。  
ウ 事業者が業務について，著しい虚偽報告を行ったとき。  
エ 事業者が事業契約に違反し，その違反により事業契約の目的を達することができ 
 ないと本学が認めたとき。  
オ 事業者が事業契約に違反し，土地賃料の納付を１年以上怠ったとき。  
カ その他事業契約を継続しがたい重大な背信行為があったと本学が認めるとき。  

② 第三者に及ぼした損害等  
本事業を実施するにあたり，第三者に損害を及ぼした場合は，事業者がその損害を 

賠償しなければならない。ただし，その損害のうち本学の責に帰すべき事由により生じ 
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たものは，本学が負担する。  
③ 違約金に関する条項 

ア 事業者の債務不履行により事業契約が解除された場合，事業者は事業契約に定め 
 る額を違約金として本学に支払わなければならない。  
イ 事業者の債務不履行による事業契約解除に基づく本学の損害額が，事業契約に定 
 める違約金の額を上回るときは，その差額を本学の請求に基づき支払わなければな 

らない。 
  ウ 事業者の債務不履行による事業契約が解除された場合，本学が事業者が整備した 

建物の取得を希望した場合は，事業者は建物を本学に譲渡しなければならない。 
（５） 業務内容の変更  

当初定めた業務内容について，追加，変更等を行う場合は，本学の承認を得るもの 
とする。  

（６） 土地利用の制限 
事業者は，事業契約に定めた目的以外に貸与地を利用することはできない。  

（７） 事業期間終了後の措置 
事業者は，原則として，本事業期間終了後速やかに本学に施設を無償譲渡すること 

とするが，当該施設がその後の使用に耐えない状況であると本事業終了時に本学が 
判断した場合は，施設を撤去し更地として土地を本学に返還するものとする。  

なお，事業者は，貸与地の返却前に地質調査を行い土壌汚染等が確認された場合は， 
事業者の責任で処理をするものとする。 

 
Ⅵ 鹿児島大学桜ヶ丘団地の概要 
  事業予定地のある本学桜ヶ丘団地の診療実績，教職員数，学生数の概要は次表のとおり。 
（1） 診療実績（令和元年度実績） 

種 別 実績数 備 考 

許可病床数 666 床 
再整備中により一部減床中 
Ａ棟開院後に 50 床増床予定 

１日平均入院患者数 
医科 536.9 人  
歯科 24.5 人  

１日平均外来患者数 
医科 1,120.2 人  
歯科 445.3 人  

病床稼働率 92.6％  
平均在院日数 12.2 日  
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（2） 教職員数（令和 2 年 4 月 1 日現在） 
種 別 人 数 備 考 
病 院 2,009 人  

病院以外 338 人 大学院・学部等の教職員数 
合 計 2,347 人  

※教職員数には，外部委託業務従事者及び派遣労働者は含まない。 
 
（3） 学生数（令和 2 年 4 月 1 日現在） 

種 別 人 数 備 考 
医歯学総合研究科 345 人  

医 学 部 1,187 人  
大学院保健学研究科 74 人  

歯 学 部 319 人  
合 計 1,925 人  

 
（4） 鹿児島大学病院内の既存店舗等（令和 2 年 8 月 1 日現在） 

種別 場所 営業時間 
ファミリーマート プレハブ棟Ⅰ1 階 7：00～21：00 

売店 歯科診療棟 1 階 
8：30～17：00（月・金） 
8：30～18：00（火・水・木） 

一般外来食堂 プレハブ棟Ⅰ1 階 8：30～19：00 
職員食堂 プレハブ棟Ⅰ1 階 11：00～15：30（土・日・祝日休み） 
簡易郵便局 プレハブ棟Ⅰ1 階 9：00～16：00（土・日・祝日休み） 
理・美容室 プレハブ棟Ⅰ1 階 9：00～16：00（不定休） 

鹿児島銀行ＡＴＭ 
プレハブ棟Ⅰ1 階 
歯科診療棟 1 階 

9：00～19：00 

南日本銀行ＡＴＭ 医科診療棟 1 階 9：00～17：00（日・祝日休み） 
 



令和２年８月　日

№

法人名 所在地

氏名 住　所（都道府県のみ）

法人名 所在地

氏名 住　所（都道府県のみ）
2

参　加　者

　令和２年８月１７日付け公告の「鹿児島大学病院（仮称）アメニティ施設整備運営事業」の公募要項等
説明会への参加を下記のとおり申し込みます。

説明会参加申込書

1

（留意事項）

１.説明会への参加は２名までとし参加者の変更及び代理参加は一切認めません。

２.説明会の参加には必ずマスクを着用してください。

３.説明会の受付時に参加者の体温測定を行います。体温測定の結果３７．５℃

以上の場合は説明会に参加できません。

４.説明会の参加者数には定員を設けています。申込者数が定員を超過した場合

は申込をお断りする場合があります。

５.定員を超過した場合は申込順（電子メールの受信日時が早い順）に受付させ

ていただきます。

６.令和２年８月２５日（火）１５:００までに電子メールにて申込むこと。

期日を過ぎての申込は受付ません。



№ 評価項目 様式 配点 評価の視点

（１）官民連携事業（PPP/PFI事業等）の事業実績を有しているか。

（２）官民連携事業（PPP/PFI事業等）の複合施設の事業実績を有しているか。

（１）本事業の目的を十分理解し、患者のアメニティとして相応しいコンセプト、意義、特徴、デ
ザイン等の事業計画がなされているか。

（２）整備方針が本学の要求水準を満たしているか。

3 事業スケジュール 11 20
（１）公募要項の事業スケジュールを踏まえ、事業契約締結から運営開始までの具体的なスケ
ジュールは適切であるか。

（１）リスク分担表等を踏まえ事業者のリスク分担に関する考え方、想定するリスクとその対応策
等リスクの発生を抑制するための方策について具体性があるか。

（２）経営不振などにより倒産等の事態が発生した場合のバックアップ体制について、基本的な方
針及び方策が具体性があるか。

（３）当初に想定した内容以外の事態が発生した場合の対応策に具体性があるか。

（１）病院建物等との調和した施設（デザイン）となっているか。

（２）利用者の利便性を考慮した店舗等の配置、動線となっているか。

（３）店舗等は適正な広さとなっているか。

（４）必須の機能のほか、アメニティとして相応しい機能の提案があるか。

（５）病院建物からの動線が適切か。

（６）安全性・防犯性に対する配慮は適切か。

（７）ユニバーサルデザイン及びバリアフリーに対する配慮は適切か。

（８）病院として相応しい耐震性能と事業期間に耐えうる構造となっているか。

（９）省エネルギー性、省メンテナンス性に配慮した方策がなされているか。

（10）その他、要求水準以上の提案があるか。

（１）効率的で経費を抑えた維持管理計画となっているか。

（２）要求水準を達成できる体制となっているか。

（３）その他、要求水準以上の提案があるか。

（１）コンビニエンスストアは、要求水準を満たす運営が期待でき、かつ利用者の利便性が向上で
きる建物内の施設配置となっているか。

（２）コーヒーショップは、要求水準を満たす運営が期待でき、かつ利用者の利便性が向上できる
建物内の施設配置となっているか。

（３）一般者用レストランは、要求水準を満たす運営が期待でき、かつ利用者の利便性が向上でき
る建物内の施設配置となっているか。

（４）教職員用レストランは、要求水準を満たす運営が期待でき、かつ利用者の利便性が向上でき
る建物内の施設配置となっているか。

（５）書籍・文具・雑貨等取扱店舗は、要求水準を満たす運営が期待でき、かつ利用者の利便性が
向上できる建物内の施設配置となっているか。

（６）理・美容室は、要求水準を満たす運営が期待できるか。

（７）大学使用スペースは，要求水準を満たすスペースを確保できているか。

（８）その他提案の機能は、病院のアメニティとして相応しい運営が期待できるか。

（９）入居者の選定方針は、公正性・透明性が確保され、かつ、本施設に相応しい入居者の選定が
なされることが期待できるか。

（10）その他、要求水準以上の提案があるか。

（１）調達先の信用力が適切であり、無理のない返済計画になっているか。

（２）資金調達にあたっては、過度なリスクが排除されているか。

10 事業収支計画 18 10 （１）無理のない収支見込となっているか。

（１）利用者確保のための方策がなされているか。事業期間にわたり優れたサービスを提供してい
くための病院と事業者の協力体制のあり方、具体的方法は評価できるか。

（２）本学との協働が実現できる（意思疎通がなされる）体制となっているか。事業期間にわたり
優れたサービス提供していくための病院と事業者の協力体制のあり方、具体的方法は評価できる
か。

（３）入居者への本要求水準の周知徹底方法、経営状況の把握等、入居者の事業の継続性が図られ
る体制となっているか。

（４）事業収支計画の安定性のために必要な方策が備えられているか。（収入減に対する資金調
達、景気変動への対応等）

（５）その他、事業の安定性・継続性のため、有効な方策が提案されているか。

12 自由提案 20 40 （１）事業として有効で期待できる提案であるか。

272配点計

9 資金調達 17 20

11 事業の安定性・継続性 19 20

7 施設維持管理の説明 15 12

8 運営に関する説明 16 40

4 リスク管理 12 30

5
6

施設の概要
施設整備の説明

13
14

40

2 事業概要 10 20

評価等事項

1 事業実績 9 20
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